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事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 元請け

事故区分 埋設物等損傷 性別 ― 年齢 ― 業種区分 建築

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ―
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公 共 工 事 等 事 故 情 報

地下埋設物の存在が予想される箇所付近においては事前の埋設物確認を徹底し、着工前に地下埋
設物確認書をもって報告することとし、適切に作業計画を作成の上、施工を行うよう徹底する。

事故状況図

改善状況図

令和　4年　11月　30日（水曜日）　9時　30分

埋設ガス管の損傷

既存花壇解体工事においてバックホウにて花壇を解体したときに、バケットにて埋設ガス管をひっかけ
破損させた。
施設管理者側へ周知を行い、ガスが漏れないよう応急措置を行い、西部ガスへ連絡後、10時頃復旧
完了。その後の建築工事に支障が出ないよう可能な限り既存北側校舎へ寄せた。被災者等はなし。

設備図面M-08屋外平面図（改修前）の図面を基に現地で確認を行いながら作業をしていたが、図面と
は違う位置にガス配管が埋設されており、ガス管の埋設個所を示す杭が土に埋まっていて確認するこ
とができなかったため。
なお、事前に地下埋設物確認書の提出がなされておらず、設備図面だけでの確認では十分でなかっ
たことが原因と考えられる。

建物新築工事

破損箇所平面図

ガス管損傷事故注意喚起状況


